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富
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大
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人
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学
部
紀
要

二

目
次

第
一
節　

青
表
紙
本
系
大
島
本
で
若
紫
巻
を
読
む

第
二
節　

若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

第
三
節　

橋
姫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

第
四
節　

長
篇
小
説
の
早
い
ほ
う
の
章
の
一
つ
と
し
て
若
紫
巻
を
読
む

　

第
一
節　

青
表
紙
本
系
大
島
本
で
若
紫
巻
を
読
む

加
藤
昌
嘉
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

一　

本
、
テ
キ
ス
ト
―
動
態
と
し
て
の

プ
ル
ー
ス
ト
は
、
ど
こ
か
で
、「
教
会
」
は
「
い
わ
ば
四
次
元
の
空
間
―
―
そ
の
第
四
の
次
元
は
、
時●

な
の
だ
が
―
―
を
占
め
る
よ
う
な
あ
る
建
物
」

で
あ
る
、
と
書
い
て
い
る
。（
井
上
究
一
郎
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』）

こ
の
「
教
会
」
を
、「
本
＝
テ
ク
ス
ト
」
と
置
き
換
え
て
も
よ
い
。
本
は
、た
だ
の
平
行
六
面
体
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、長
い
時
に
わ
た
っ

て
、
生
成
し
変
容
し
、
流
動
し
揺
曳
し
つ
づ
け
て
来
、
つ
づ
け
て
い
る
、
時
間
を
孕
ん
だ
存
在
だ
。

実
際
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
な
る
テ
キ
ス
ト
は
、
唯
一
不
動
の
、
静
止
的
な
固
物
で
は
な
い
。

彼
の
死
後
、
そ
の
寝
室
に
は
、
厖
大
な
量
の
、
手
書
き
原
稿
・
タ
イ
プ
原
稿
・
訂
正
加
筆
原
稿
・
清
書
原
稿
・
校
正
刷
、
加
え
て
、
そ
の
付
箋
、
創
作

手
帖
・
メ
モ
帖
、
未
完
＝
未
刊
の
習
作
な
ど
が
残
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
決
定
稿
＝
最
終
完
成
体
に
参
与
し
た
、
単
な
る
発
展
途
上
の
資
料
体
で
は
な
い
。

そ
れ
ら
は
、
個
々
そ
れ
ぞ
れ
に
、
独
自
の
機
能
と
詩
学
を
包
蔵
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
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三

　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

　

今
度
は
、
そ
の
「『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』」
を
、「『
源
氏
物
語
』」
に
置
き
換
え
て
み
る
。
或
い
は
、「
プ
ル
ー
ス
ト
」
を
、「『
源
氏
物
語
』
の
原
作

者
及
び
書
写
者
」
に
置
き
換
え
て
み
る
。
数
多
の
伝
本
も
、
そ
れ
へ
の
附
加
・
抹
消
も
、
あ
た
か
も
無
辺
際
な
『
源
氏
物
語
』
空
間
の
一
部
の
よ
う
に
考

え
て
み
る
と
よ
い
。
一
千
年
に
わ
た
っ
て
『
源
氏
物
語
』
を
書
き
つ
づ
け
て
来
た
人
々
を
、
あ
た
か
も
一
人
の
作
家
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
よ
い
。
も

う
そ
ろ
そ
ろ
、
確
乎
た
る
原オ
リ
ジ
ナ
ル態を
夢
想
す
る
の
は
や
め
に
し
よ
う
。
起
源
へ
の
回
帰
は
抛
棄
し
よ
う
。１

私
は
四
次
元
、
建
築
学
を
全
く
知
ら
ず
、『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
も
日
本
語
訳
で
し
か
通
読
し
て
い
ず
、
そ
の
作
品
の
全
体
像
も
余
り
頭
に
入
っ
て
い

な
い
の
で
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
（
一
八
六
九
―
一
九
五
一
）
の
『
狭
き
門
』（
一
九
〇
九
年
）
に
即
し
て
考
え
て
み
た
い
。

『
狭
き
門
』
の
初
出
は
、

　
『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』
第
一
号　

四
三
頁
〜
九
〇
頁

　
『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』
第
二
号　

一
四
四
頁
〜
二
〇
五
頁

　
『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』
第
三
号　

二
六
五
頁
〜
二
九
九
頁

で
、三
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
ペ
ー
ジ
数
は
、各
号
毎
に
付
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
１
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
我
々
が
よ
く
知
っ

て
い
る
『
狭
き
門
』
は
Ｎ
Ｒ
Ｆ
社
の
『
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
全
集
』（
一
九
三
〇
年
代
）
所
収
の
も
の
で
あ
る
（
以
下
、ジ
ッ
ド
全
集
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）。

こ
れ
を
日
本
語
訳
し
た
も
の
が
、
岩
波
文
庫
や
新
潮
文
庫
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
第
一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
は
、
ロ
ー
マ
数
字
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
の
「
ア
リ
サ
の
日
記
」
の
部
分
を
私
に
第
九
章
と
名
付
け
、

そ
の
あ
と
の
部
分
を
第
十
章
と
名
付
け
た
い
。

初
出
の
『
狭
き
門
』
が
全
集
所
収
の
『
狭
き
門
』
と
比
べ
て
い
か
に
劣
っ
て
い
る
か
の
詳
細
は
、
前
拙
稿
「
宇
治
十
帖
前
半
と
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
『
狭
き
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四

門
』」２
を
御
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
要
は
、
第
九
章
冒
頭
で
あ
る
。『
狭
き
門
』
の
舞
台
は
、
ほ
と
ん
ど
が
パ
リ
を
含
む
北
フ
ラ
ン
ス
の
地
で
あ
る
が
、

ア
リ
サ
・
ビ
ュ
コ
ラ
ン
（
宇
治
十
帖
の
大
君
と
似
た
性
格
）
の
妹
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
ビ
ュ
コ
ラ
ン
（
宇
治
十
帖
の
中
の
君
と
似
た
性
格
）
は
エ
ド
ワ
ー
ル
・
テ

シ
エ
ー
ル
（
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
夫
に
な
る
の
で
、
宇
治
十
帖
で
言
う
と
匂
宮
に
当
た
る
男
性
。
但
し
、
容
姿
、
性
格
は
匂
宮
と
全
く
似
て
い
な
い
）
と
結
婚
し

た
。
エ
ド
ワ
ー
ル
・
テ
シ
エ
ー
ル
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
ニ
ー
ム
と
ニ
ー
ム
郊
外
の
エ
ー
グ
＝
ヴ
ィ
ー
ヴ
と
に
家
を
持
っ
て
い
る
。
ア
リ
サ
が
二
五
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
こ
ろ
、
エ
ー
グ
＝
ヴ
ィ
ー
ヴ
に
お
客
さ
ん
に
行
っ
た
。
ア
リ
サ
に
と
っ
て
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
旅
で
あ
っ
た
。
そ
の
誕
生
日
が
第
九
章
が
始

ま
る
と
き
、
言
い
換
え
れ
ば
、
ア
リ
サ
の
日
記
が
書
き
始
め
ら
れ
る
と
き
で
あ
る
。
第
九
章
冒
頭
、『
狭
き
門
』
ジ
ッ
ド
全
集
所
収
本
は
、

　

第
一
の
か
た
ま
り　
（
日
付
は
無
い
が
、
五
月
二
三
日
の
執
筆
）

　

第
二
の
か
た
ま
り　

五
月
二
四
日
の
日
付
あ
り

　

第
三
の
か
た
ま
り　

五
月
二
六
日
の
日
付
あ
り

　
で
あ
る
の
に
対
し
、
初
出
は

　

第
一
の
か
た
ま
り　
（
日
付
は
無
い
が
、
五
月
二
三
日
の
執
筆
）

　

第
二
の
か
た
ま
り　

五
月
二
三
日
の
日
付
あ
り

　

第
三
の
か
た
ま
り　

五
月
二
六
日
の
日
付
あ
り

で
あ
る
。
初
出
の
、
第
二
の
か
た
ま
り
の
初
め
が
五
月
二
三
日
で
あ
る
の
は
、
第
一
の
か
た
ま
り
の
、

　

ce 23 m
ai 188

…,jour anniversaire de m
es 25 ans,je com

m
ence un journal
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五

と
い
う
一
節
の23

と
い
う
数
字
を
見
て
、
つ
い
う
っ
か
り
、『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』
の
関
係
者
が24

日
を23

日
に
書
き
換
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
を
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
は
、
全
集
が
刊
行
さ
れ
る
年
、
ま
だ
十
分
元
気
だ
っ
た
か
ら
、24

日
と
所
期
し
た
通
り
の
日
付
に
直
し
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

23

と
い
う
異
文
が
生
じ
た
理
由
は
、
右
記
の
通
り
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
つ
目
の
か
た
ま
り
が
五
月
二
十
三
日
の
記
事
だ
と
す

る
と
、
矛
盾
が
生
じ
る
。

　

わ
た
し
は
今
朝
、
と
て
も
早
く
か
ら
ひ
と
り
で
初
め
て
庭
園
を
散
歩
し
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
言
う
一
文
が
あ
る
３
。
エ
ー
グ
＝
ヴ
ィ
ー
ヴ
の
家
に
着
い
た
の
は
五
月
二
三
日
で
あ
っ
て
、
そ
の
日
の
朝
、
し
か
も
と
て
も
早
い
時
間
に
、
庭
園
を
散
歩

で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
欧
米
の
小
説
は
日
本
の
物
語
・
小
説
と
比
べ
て
、
自
然
描
写
が
豊
か
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
フ
ラ
ン
ス
育
ち
の
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ

ド
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
敏
感
で
、
作
中
人
物
の
心
理
と
背
景
の
自
然
・
季
節
が
融
合
し
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
庭
園
の
散
歩
で

の
草
木
の
描
写
は
大
切
で
あ
る
。
そ
の
散
歩
は
、
ど
う
し
て
も
、
到
着
二
日
目
、
五
月
二
四
日
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
意
固
地
に
思
う
私
は
、
初
出
『
狭
き

門
』
の
物
語
世
界
に
、
ジ
ッ
ド
全
集
所
収
本
に
無
い
機
能
と
詩
学
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

加
藤
氏
は
、

一
つ
の
伝
本
が
次
第
に
権
威
化
さ
れ
、
註
釈
書
の
嚮
導
に
よ
っ
て
作
品
論
ま
で
も
が
半
ば
無
前
提
に
大
勢
に
就
き
、
結
果
、
撰
取
さ
れ
た
〝
善
本
〞
の
周

縁
に
、
殆
ど
読
み
解
か
れ
る
こ
と
の
な
い
〝
異
本
〞
が
積
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。１

と
い
う
状
況
を
嫌
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、『
狭
き
門
』
を
愛
読
す
る
も
の
と
し
て
、
日
本
語
訳
書
の
嚮
導
に
よ
っ
て
作
品
論
が
半
ば
無
前
提
に
ジ
ッ
ド
全
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集
所
収
本
に
基
づ
く
よ
う
に
な
り
、
結
果
、
初
出
の
『
狭
き
門
』
は
、
殆
ど
読
み
解
か
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

以
上
、『
源
氏
物
語
』
を
論
ず
る
の
に
、
最
初
に
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の
作
品
を
持
ち
出
す
の
は
邪
道
だ
が
、
加
藤
氏
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。

但
し
、
加
藤
氏
の
言
説
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

私
な
り
に
言
い
換
え
れ
ば
、
①
第
一
次
稿
、
②
第
二
次
稿
、
③
第
三
次
稿
、
④
第
四
次
稿
、
…
…
が
あ
っ
て
、
①
や
②
も
、
最
終
原
稿
と
は
違
う
独
自
の
機

能
と
詩
学
を
包
蔵
し
て
あ
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
ろ
う
。「（
略
）」
の
後
に
、
こ
れ
ら
を
、
①
紫
式
部
の
文
章
、
②
紫
式
部
の
少
し
後
の
人
の
文
章
、
③
②
よ

り
少
し
後
の
人
の
文
章
、
④
③
よ
り
少
し
後
の
人
の
文
章
、
…
…
に
置
き
換
え
て
い
る
こ
と
の
当
否
は
措
く
と
し
て
、
確
か
に
、
初
出
と
初
版
で
違
っ
て
い
て
、

我
々
が
よ
く
知
っ
て
い
る
の
が
初
版
の
ほ
う
で
あ
る
と
き
、
初
出
も
「
独
自
の
機
能
と
詩
学
を
包
蔵
し
て
」
い
る
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
あ
る
だ
ろ
う
。
或
い

は
初
出
は
初
版
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
し
か
し
、
下
書
き
が
存
在
す
る
と
き
、
下
書
き
の
物
語
世
界
は
、
初
出
の
物
語
世
界
イ
コ
ー
ル
初
版
の
物
語
世
界
と

は
違
っ
て
、「
独
自
の
機
能
と
詩
学
を
包
蔵
し
て
」
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
要
は
、
下
書
き
の
価
値
や
早
い
時
期
に
公
刊
さ
れ
た
文
章
の
価
値
は
、

作
品
に
よ
っ
て
違
う
、
一
概
に
は
言
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
撰
取
さ
れ
る
善
本
と
し
て
、
若
紫
を
含
む
多
く
の
巻
々
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
、
そ
れ
が
青
表
紙
本
系
大
島
本
で
あ
る
こ
と
を
望
む
。
新
見
哲
彦

氏
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
報
道
さ
れ
た
、
新
出
「
若
紫
」
巻
に
つ
い
て
、
青
表
紙
本
系
大
島
本
で
「
を
し
あ
て
に
」
と
あ
る
箇
所
が
新
出
「
若
紫
」
巻
で

は　
「
を
し
」
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、

丁
の
変
わ
り
目
で
「
あ
て
に
」
を
脱
落
し
て
い
る
。（
略
）
新
出
本
が
定
家
本
系
諸
本
全
体
の
祖
本
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
垣
間
見
え
よ
う
。

と
述
べ
て
い
る
４
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
導
か
れ
て
、
私
は
、
新
出
本
で
は
な
く
、
青
表
紙
本
系
大
島
本
を
底
本
に
し
た
校
注
書
を
引
用
テ
キ
ス
ト
に
し
た
い
。

も
っ
と
も
、
新
美
氏
は
、

①
果
た
し
て
現
在
の
定
家
本
系
全
体
の
祖
本
で
は
な
い
定
家
監
督
書
写
四
半
本
を
注
釈
書
の
底
本
に
し
て
よ
い
の
か
。
②
す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
大
島
本
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七

の
劣
化
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
が
、
巻
に
よ
っ
て
親
本
も
異
な
り
、
室
町
期
写
本
と
の
接
触
も
見
ら
れ
、
劣
化
部
分
も
多
い
大
島
本
を
注
釈
書
の
底
本
に

し
て
よ
い
の
か
。
③
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
本
を
注
釈
書
の
底
本
と
す
べ
き
な
の
か
。

と
述
べ
て
い
る
。
で
あ
る
以
上
、
理
想
的
な
、
非
定
家
監
督
書
写
四
半
本
が
出
現
す
る
ま
で
、
若
紫
巻
を
引
用
し
て
の
作
品
論
を
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。

そ
こ
で
、
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
、『
狭
き
門
』
で
あ
る
。

　　

Pour m
oi,qui attends m

on cinquièm
e enfant d ’un jour à l ’autre, je n ’ai m

alheureusem
ent pas pu m

e déplacer.

                      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
一
〇
頁
八
〜
一
〇
行
目
）

右
は
、
第
八
章
章
末
、
女
主
人
公
の
ア
リ
サ
が
死
去
し
た
時
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
「
自
分
は
妊
娠
し
て
い
て
、
パ
リ
に
駆
け
付
け
て
ア
リ
サ
の
葬
式
に
列
席

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
男
主
人
公
ジ
ェ
ロ
ー
ム
（
ア
リ
サ
た
ち
の
従
兄
弟
。
宇
治
十
帖
の
薫
と
似
た
性
格
）
と
告
げ
る
一
文
で
あ
る
。
初
出
も
、
同

文
で
あ
る
（
二
七
三
頁
七
〜
九
行
目
）。
そ
の
時
身
籠
っ
て
い
た
の
は
、cinquièm

e

と
記
さ
れ
て
い
て
五
番
目
の
子
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
第
十
章
の
比
較
的
初
め
の
部
分
で
は
、

　

D
eux garçons de douze et treize ans jouaient dans l ’escalier ;elle les appela pour m

e les  présenter. Lise, l ’aînée 

de ses enfants,avait accom
pagné　

son père　

à　

A
igues-Vives.U

n autre garçon de dix ans allait rentrer de prom
enade ;c ’

est celui dont Juliette m
’avait annoncé la naissance prochaine en m

’annonçant　

aussi notre deuil.
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八

と
あ
っ
て
、
ア
リ
サ
死
去
の
際
に
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
身
籠
っ
て
い
た
の
は
四
番
目
の
子
で
あ
る
か
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。
初
出
で
も
異
同
が
な
い
（
二
九
七

頁
一
八
〜
二
三
行
目
）。
こ
の
子
が
四
番
目
の
子
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
子
供
た
ち
の
年
齢
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
番
目
の
子　

リ
ー
ズ
（
長
女
）　

一
四
歳
以
上

　

二
番
目
の
子　

一
三
歳
の
男
の
子
（
長
男
）

　

三
番
目
の
子　

一
二
歳
の
男
の
子
（
次
男
）

　

四
番
目
の
子　

ア
リ
サ
死
去
の
際
に
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
身
籠
っ
て
い
た
子
。
十
歳
（
三
男
）

も
し
、
第
八
章
の
記
述
が
正
し
い
と
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

一
番
目
の
子　

リ
ー
ズ
（
長
女
）　

一
四
歳
以
上

　

二
番
目
の
子　

一
三
歳
の
男
の
子
（
長
男
）

　

三
番
目
の
子　

一
二
歳
の
男
の
子
（
次
男
）

　

四
番
目
の
子　

性
別
不
明
。
十
一
歳
。（
三
男
、
若
し
く
は
、
次
女
）

　

五
番
目
の
子　

ア
リ
サ
死
去
の
際
に
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
身
籠
っ
て
い
た
子
。
十
歳
（
四
男
、
若
し
く
は
、
三
男
）

こ
の
場
合
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
四
年
連
続
で
出
産
し
た
こ
と
に
な
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が

人
並
外
れ
て
い
た
こ
と
を
ど
こ
か
に
記
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ジ
ッ
ド
全
集
所
収
本
も
無
傷
で
は
な
い
。
第
八
章
に
疵
が
あ
る
か
、
第
十
章
に
疵
が
あ
る
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
就
き
、
日

本
の
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
の
第
十
章
で
は
、
次
の
よ
う
な
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
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間
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の
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面

九

【
２
５
８
〜
２
５
９
頁
の
和
訳
本
文
】

　

十
二
歳
と
十
三
歳
に
な
る
ふ
た
り
の
息
子
が
階
段
で
遊
ん
で
い
た
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
ふ
た
り
を
呼
び
、
僕
に
紹
介
し
た
。
彼
ら
の
姉
に
あ
た
る
リ
ー

ズ
は
、
父
親
と
一
緒
に
エ
ー
グ
＝
ヴ
ィ
ー
グ
に
行
っ
て
い
た
。
も
う
ひ
と
り
の
一
〇
歳
の
男
の
子
は
ま
も
な
く
散
歩
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
い
う
。
ア
リ
サ

の
死
を
伝
え
る
手
紙
の
な
か
で
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
近
々
出
産
す
る
と
言
っ
て
い
た
の
が
、
こ
の
男
の
子
だ
っ
た
。

【
２
５
８
〜
２
５
９
頁
の
注
】

こ
の
子
は
こ
こ
で
は
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
四
人
目
の
子
供
と
な
っ
て
い
る
が
、第
八
章
末
尾
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
手
紙
で
は
五
人
目
の
子
供
と
さ
れ
て
い
た
。

ジ
ッ
ド
は
こ
の
子
供
の
不
一
致
を
見
逃
し
た
ら
し
い
。

女
主
人
公
の
葬
式
の
際
、
妹
の
妊
娠
が
難
産
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
作
品
全
体
の
中
で
重
い
意
味
を
持
つ
。
従
っ
て
、
そ
の
子
が
五
番
目
の
子
か
四
番
目
の
子

か
は
、
小
さ
な
違
い
で
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
初
出
の
『
狭
き
門
』
と
ジ
ッ
ド
全
集
所
収
の
『
狭
き
門
』
は
、
共
に
、
小
さ
く
な
い
疵
を
内
包
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
狭
き
門
』
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
大
き
な
要
因
と
な
る
ほ
ど
、
世
界
中
の
多
く
の
読
者
を
感
動
さ
せ
て
い
る
。
何
賞
を
受
賞
し
た
か
は

作
品
の
真
価
と
あ
ま
り
関
係
な
か
ろ
う
が
、
ジ
ッ
ド
全
集
所
収
本
で
何
度
か
通
読
し
た
私
自
身
の
評
価
と
し
て
、『
狭
き
門
』
は
、
日
本
の
『
源
氏
物
語
』
と

並
ん
で
世
界
最
高
峰
の
文
学
作
品
で
あ
る
。

中
編
や
長
編
の
作
品
は
、
本
文
が
幾
ら
か
疵
付
い
て
い
て
も
構
わ
な
い
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
も
、
疵
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
と
言
う
の
に
も
お
の
ず
と
限
度
が
あ
る
。
名
前
は
知
ら
な
い
が
『
義
経
記
』（
全
八
巻
）
を
書
い
た
人
は
、
巻
七
が

第
二
系
列
本
を
底
本
と
す
る
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
で
読
ま
れ
る
事
態
を
決
し
て
納
得
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
第
一
系
列
本
も
現
存
し
て
お
り
、
岩

波
書
店
発
行
日
本
古
典
文
学
大
系
『
義
経
記
』
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
仮
に
第
一
系
列
本
が
現
存
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
我
々
後
世
の
読
者
は
、

第
二
系
列
本
を
底
本
と
し
た
校
注
書
で
巻
七
を
読
む
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
二
系
列
本
で
巻
七
が
読
ま
れ
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
巻
七
が
読
ま
れ
な
い
方
が

ま
し
だ
、と
思
う
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
く
ら
い
の
悪
文
で
あ
る
５
。
た
だ
、一
九
三
〇
年
代
、ま
だ
老
年
期
に
入
っ
た
ば
か
り
か
入
ら
な
か
っ
た
か
の
ア
ン
ド
レ
・
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〇

ジ
ッ
ド
は
Ｎ
Ｒ
Ｆ
社
の
ジ
ッ
ド
全
集
の
『
狭
き
門
』
本
文
に
、
著
し
い
不
満
を
持
っ
た
と
い
う
話
を
聞
か
な
い
。

『
源
氏
物
語
』
も
、
十
年
後
か
二
十
年
後
に
、
理
想
的
な
、
非
定
家
監
督
書
写
四
半
本
が
出
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
写
本
の
本
文
か
ら
見
れ
ば
、
青

表
紙
本
系
大
島
本
も
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
新
出
し
た
「
若
紫
」
巻
も
、
幾
つ
か
の
疵
を
持
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
疵

を
持
っ
た
本
文
で
も
、
充
分
に
研
究
し
甲
斐
が
あ
る
文
学
作
品
た
り
得
て
い
る
。

　

第
二
節　

若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面
を
引
用
す
る
。
引
用
テ
キ
ス
ト
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
略
称　

新
大
系
）
で
あ
る
。
私
は
、
第
一
巻
三
一
七
頁
注
三
八
を

は
じ
め
と
す
る
幾
つ
か
の
注
に
は
強
い
不
満
を
持
っ
て
い
る
が
、
釈
文
作
成
に
当
た
っ
て
、
二
つ
の
方
針
を
取
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、

　

底
本
【
若
紫
を
含
む
多
く
の
巻
で
、
青
表
紙
本
系
大
島
本
】
を
尊
重
し
、
む
や
み
に
手
を
加
え
な
い
。

と
い
う
も
の
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

　

ど
う
し
て
も
通
じ
な
い
場
合
に
は
、
底
本
を
改
訂
す
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
方
針
の
い
ず
れ
を
も
支
持
し
た
い
。
注
釈
に
つ
い
て
も
、
幾
つ
か
の
注
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
優
れ
た
も
の
が
多
い
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
拙
稿
「
源
氏
物
語
―
巻
論
・
人
物
論
・
表
現
論
を
中
心
と
す
る
論
を
除
く
―
」６
で
も
触
れ
て
置
い
た
。

白し
ろ

き
衣き
ぬ

、
山
吹ぶ
き

な
ど
の
な
へ
た
る
着き

て
走は
し

り
来き

た
る
女
子ご

、
あ
ま
た
見
え
つ
る
子こ

ど
も
に
似に

る
べ
う
も
あ
ら
ず
、
い
み
じ
く
生お

い
先さ
き

見み

え
て
う
つ
く
し
げ
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若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

一
一

な
る
か
た
ち
な
り
。
髪か
み

は
扇あ
ふ
ぎを
ひ
ろ
げ
た
る
や
う
に
ゆ
ら
〳
〵
と
し
て
、
顔か
ほ

は
い
と
赤あ
か

く
す
り
な
し
て
立た

た
り
。

　
「
何な
に

事
ぞ
や
。
童わ
ら
はべ
と
腹
立
ち
給
へ
る
か
」
と
て
尼あ
ま

君ぎ
み

の
見み

あ上
げ
た
る
に
、
す
こ
し
お
ぼ
え
た
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
子こ

な
め
り
と
見み

給
。「
雀す
ゞ
めの
子こ

を
い

ぬ
き
が
逃
が
し
つ
る
。
伏ふ
せ

籠ご

の
う
ち
に
籠こ

め
た
り
つ
る
も
の
を
」
と
て
い
と
く
ち
お
し
と
思お
も

へ
り
。
こ
の
ゐ
た
る
大お
と
な人
、「
例れ
い

の
心
な
し
の
、
か
ゝ
る
わ

ざ
を
し
て
さ
い
な
ま
る
ゝ
こ
そ
い
と
心
づ
き
な
け
れ
。
い
づ
方か
た

へ
か
ま
か
り
ぬ
る
。
い
と
お
か
し
う
や
う
〳
〵
な
り
つ
る
も
の
を
、
烏か
ら
すな
ど
も
こ
そ
見
つ

く
れ
」
と
て
立
ち
て
ゆ
く
。
髪か
み

ゆ
る
ゝ
か
に
い
と
長な
が

く
、
め
や
す
き
人
な
め
り
。
少
納
言
の
乳め
の
と母
と
こ
そ
人
言
ふ
め
る
は
こ
の
子こ

の
後う
し
ろ
み見
な
る
べ
し
。

　

尼あ
ま

君
、「
い
で
、
あ
な
お
さ
な
や
。
言
ふ
か
ひ
な
う
も
の
し
給
か
な
。
を
の
が
か
く
け
ふ
あ
す
に
お
ぼ
ゆ
る
命い
の
ちを
ば
何な
に

と
も
お
ぼ
し
た
ら
で
、
雀
す
ゞ
め

慕
ひ

給
ほ
ど
よ
。
罪つ
み

得う

る
こ
と
ぞ
と
常つ
ね

に
聞き

こ
ゆ
る
を
、
心
う
く
」
と
て
、「
こ
ち
や
」
と
言い

へ
ば
、
つ
ゐ
ゐ
た
り
。

　

つ
ら
つ
き
い
と
ら
う
た
げ
に
て
、
眉ま
ゆ

の
わ
た
り
う
ち
け
ぶ
り
、
い
は
け
な
く
か
い
や
り
た
る
ひ
た
い
つ
き
、
髪か
む

ざ
し
い
み
じ
う
う
つ
く
し
。
ね
び
ゆ
か

む
さ
ま
ゆ
か
し
き
人
か
な
、
と
目
と
ま
り
給
。
さ
る
は
、
限か
ぎ

り
な
う
心
を
つ
く
し
き
こ
ゆ
る
人
に
い
と
よ
う
似に

た
て
ま
つ
れ
る
が
ま
も
ら
る
〔
ゝ
〕
な
り

け
り
、
と
思お
も

ふ
に
も
涙な
み
だぞ
落お

つ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
若
紫
」
第
５
段
落
）

尼
君
の「
童
べ
と
腹
立
つ
」に
つ
い
て
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集（
以
下
、新
全
集
と
略
す
こ
と
も
あ
る
）は
、子
供
た
ち
と
い
さ
か
い
を
な
さ
っ
た
、と
訳
し
、

新
潮
社
発
行
日
本
古
典
集
成
（
以
下
、集
成
と
略
す
こ
と
も
あ
る
）
は
、「
け
ん
か
な
さ
っ
た
」
と
部
分
訳
し
て
い
る
。
け
ん
か
を
す
る
、と
、い
さ
か
い
を
す
る
、

は
意
味
の
違
い
が
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、「
腹
立
つ
」
の
用
例
を
調
べ
て
み
よ
う
。「
い
さ
か
い
を
す
る
」
の
意
に
な
る
も
の
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

〇
【
按
察
使
の
大
納
言
は
】「
人
が
ら
は
、
げ
に
契
こ
と
な
め
れ
ど
、
な
ぞ
時
の
み
か
ど
の
こ
と
〳
〵
し
き
ま
で
婿む
こ

か
し
づ
き
給
べ
き
。
ま
た
、
あ
ら
じ

か
し
、
九
こ
ゝ
の

重へ

の
う
ち
に
、
お
は
し
ま
す
殿と

の

近ち
か

き
程
に
て
、
た
ゞ
人
の
う
ち
と
け
と
ぶ
ら
ひ
て
、
は
て
は
宴え

ん

や
何な

に

や
と
も
て
さ
は
が
る
ゝ
こ
と
は
」
な
ど
、

い
み
じ
く
譏そ
し

り
つ
ぶ
や
き
申
給
け
れ
ど
、
さ
す
が
ゆ
か
し
け
れ
ば
、
ま
い
り
て
心
の
う
ち
に
ぞ
腹
立
ち
ゐ
給
へ
り
け
る
。

　

紙し

燭そ
く

さ
し
て
歌う
た

ど
も
た
て
ま
つ
る
。
文ぶ
ん
だ
い台
の
も
と
に
寄よ

り
つ
ゝ
を
く
程
の
け
し
き
は
、
を
の
〳
〵
し
た
り
顔が
ほ

な
り
け
れ
ど
、
例れ
い

の
い
か
に
あ
や
し
げ
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一
二

に
古ふ
る

め
き
た
り
け
ん
と
思
や
れ
ば
、
あ
な
が
ち
に
み
な
も
尋た
づ

ね
書
か
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
　
　

世よ

の
つ
ね
の
色
と
も
み
え
ず
雲
居ゐ

ま
で
た
ち
の
ぼ
り
た
る
藤ふ
ぢ
な
み浪
の
花

　
　

こ
れ
や
こ
の
腹は
ら

立だ

つ
大
納
言
の
な
り
け
ん
と
見み

ゆ
れ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
宿
木
」。
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
）

所
謂
紅
梅
大
納
言
を
主
語
と
し
た
、
二
つ
の
用
例
で
あ
る
。
紅
梅
大
納
言
は
「
腹
立
」
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
女
二
宮
の
婿
に
な
っ
た
薫
に
対
し
て
も
、
女

二
宮
の
婿
に
薫
を
選
ん
だ
今
上
帝
に
対
し
て
も
、
い
さ
か
い
を
し
て
は
い
な
い
。
口
の
中
で
も
ご
も
ご
と
、
譏
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
、

腹
立
ち
が
表
情
に
現
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〇
【
雲
居
雁
の
】
起お

き
上あ

が
り
給
へ
る
さ
ま
は
、い
み
じ
う
あ
ひ
行
づ
き
て
、に
ほ
ひ
や
か
に
う
ち
赤あ
か

み
給
へ
る
顔か
ほ

、い
と
お
か
し
げ
な
り
。（
夕
霧
）「
か

く
心
を
さ
な
げ
に
腹は
ら

立た

ち
な
し
給
へ
れ
ば
に
や
、
目め

馴な

れ
て
、
こ
の
鬼お
に

こ
そ
い
ま
は
お
そ
ろ
し
く
も
あ
ら
ず
な
り
に
た
れ
。
…
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
夕
霧
」。
第
四
巻
一
四
四
頁
）

〇
【
近
江
の
君
の
】
腹は
ら

立だ

ち
給
顔か
ほ

や
う
、
け
近ち
か

く
あ
ひ
ぎ
や
う
づ
き
て
、
う
ち
そ
ぼ
れ
た
る
は
、
さ
る
方か
た

に
お
か
し
く
罪つ
み

ゆ
る
さ
れ
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
常
夏
」。
第
三
巻
二
一
〜
二
二
頁
）

ど
ち
ら
も
、「
腹
立
つ
」
の
意
に
取
れ
る
が
、「
い
さ
か
い
を
す
る
」
意
を
こ
の
語
自
体
か
ら
看
取
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
源
氏
物
語
』
の
「
腹
立
つ
」
は
、

顔
に
表
情
が
現
れ
る
と
き
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
っ
ぽ
う
、「
い
さ
か
ふ
」
と
い
う
言
葉
の
用
例
は
、

か
の
殿と
の

【
常
陸
介
邸
。
新
大
系
注
四
六
よ
り
】
に
は
、
け
ふ
も
い
み
じ
く
い
さ
か
ひ
給
け
り
【
は
げ
し
く
言
い
争
い
な
さ
れ
た
と
か
。
新
大
系
注
四
七
よ

り
】。
た
ゞ
一ひ
と

所
の
御
上う
へ

を
見み

あ
つ
か
ひ
給
ふ
と
て
【
浮
舟
お
一
人
の
こ
と
ば
か
り
お
世
話
な
さ
ろ
う
と
し
て
。
以
下
、
常
陸
介
の
憤
る
こ
と
ば
。
新
大
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若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

一
三

系
注
四
八
よ
り
】、
わ
が
子こ

ど
も
を
ば
お
ぼ
し
捨
て
た
り
。 

（
第
五
巻
一
五
九
頁
）

な
ど
が
あ
る
。
常
陸
介
は
、
中
将
の
君
と
「
い
さ
か
ふ
」
と
い
う
行
為
の
後
、
腹
を
立
て
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

尼
君
も
、
本
当
は
、

　

童
べ
と
い
さ
か
ひ
て
腹
立
ち
給
へ
る
か

と
言
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
尼
君
は
、「
い
さ
か
ふ
」
を
省
略
し
た
。
そ
れ
は
、
先
週
も
先
々
週
も
、
紫
上
が
「
童
べ
」
と
い
さ
か
い
を
し
た
か
ら
、

言
わ
な
く
て
も
分
か
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
の
訳
は
、

　

童
べ
と
（
い
さ
か
い
を
し
て
）
腹
を
立
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
。

と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
新
全
集
下
段

　

子
供
た
ち
と
い
さ
か
い
を
な
さ
っ
た
の
で
す
か

や
、『
源
氏
物
語
鑑
賞
と
基
礎
知
識　

若
紫
』７
の
、

　

子
供
た
ち
と
け
ん
か
を
な
さ
っ
た
の
で
す
か
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

一
四

の
よ
う
に
、
原
文
の
「
腹
立
ち
」
が
完
全
に
「
い
さ
か
い
を
（
す
る
）」「
け
ん
か
を
（
す
る
）」
に
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
腹
を
立
て
る
、
若
し
く
は
、

そ
れ
に
近
い
概
念
が
、
現
代
語
訳
に
残
ら
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
紫
上
に
と
っ
て
は
分
か
り
易
い
詞
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
読
者
に
と
っ
て
は
、
分
り
に
く
い
。
紫
式
部
が
、
尼
君
に
、
敢
え
て
言
葉
を
略

さ
せ
た
の
は
、
あ
ま
り
か
し
こ
ま
っ
た
、
整
っ
た
文
章
で
あ
る
と
、
不
自
然
だ
と
感
じ
さ
せ
る
懸
念
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
あ
ざ
ー
す
」
は
、
初
め
、
ど
う
い
う
意
味
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
今
で
も
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
「
あ
ざ
ー
す
」
に
転
化
し

た
の
か
、
国
語
の
通
時
的
考
察
に
基
づ
き
説
明
せ
よ
と
言
わ
れ
て
も
、
私
に
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
平
成
の
小
説
で
若
者
が
気
の
置
け

な
い
先
輩
に
掛
け
る
言
葉
と
し
て
、「
あ
ざ
ー
す
」
の
方
が
文
学
的
に
良
い
か
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
方
が
良
い
か
、
答
え
は
お
の
ず
と
明
ら
か
で

あ
る
。

若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面
で
も
、「
童
べ
と
腹
立
ち
給
へ
る
か
」
に
す
る
ほ
う
が
文
学
的
に
良
い
か
、「
童
べ
と
い
さ
か
ひ
て
腹
立
ち
給
へ
る
か
」
に
し
た
ほ

う
が
良
か
っ
た
か
、答
え
は
お
の
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。「
童
べ
と
腹
立
ち
給
へ
る
か
」の
方
が
良
い
。
こ
の
ほ
う
が
、気
の
置
け
な
い
身
内
同
士
の
会
話
と
し
て
、

自
然
で
あ
る
。
新
全
集
も
、
次
の
紫
上
の
詞
の
注
と
し
て
、「
こ
の
文
は
連
体
形
止
め
で
、
次
の
文
と
倒
置
の
関
係
に
な
る
。
会
話
ら
し
い
会
話
で
あ
る
。」
と

言
っ
て
い
る
。

　

雀
の
子
を
い
ぬ
き
が
逃
が
し
つ
る
。
伏ふ
せ

籠ご

の
う
ち
に
籠こ

め
た
り
つ
る
も
の
を

犬
君
の
失
態
を
責
め
る
か
の
よ
う
な
こ
の
言
葉
に
同
調
し
た
の
が
、
少
納
言
の
乳
母
の
次
の
詞
で
あ
っ
た
。

例
の
心
な
し
の
、
か
ゝ
る
わ
ざ
を
し
て
さ
い
な
ま
る
ゝ
こ
そ
い
と
心
づ
き
な
け
れ
。
い
づ
方
へ
か
ま
か
り
ぬ
る
。
い
と
お
か
し
う
や
う
〳
〵
な
り
つ
る
も

の
を
、
烏
な
ど
も
こ
そ
見
つ
く
れ
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若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

一
五

こ
の
う
ち
の
後
半
に
つ
い
て
、
新
全
集
は
、

　

以
下
も
語
順
が
普
通
で
な
く
、
か
え
っ
て
会
話
ら
し
い
。

と
注
し
て
い
る
。
賛
成
し
た
い
。
た
だ
一
つ
だ
け
付
け
加
え
れ
ば
、「
会
話
」
と
は
気
の
置
け
な
い
身
内
同
士
の
会
話
の
こ
と
で
あ
る
。
気
の
置
け
な
い
身
内

同
士
の
会
話
と
し
て
は
、
破
格
の
、
整
っ
て
い
な
い
言
葉
の
方
が
か
え
っ
て
文
学
的
に
良
い
の
で
あ
る
。

尼
君

：

童
べ
と
い
さ
か
ひ
て
腹
立
ち
給
へ
る
か

紫
上

：

雀
の
子
を
伏ふ
せ

籠ご

の
う
ち
に
籠こ

め
た
り
つ
る
も
の
を
、
い
ぬ
き
が
逃
が
し
つ
る
。

少
納
言
の
乳
母

：

や
う
〳
〵
い
と
お
か
し
う
な
り
つ
る
も
の
を
、
い
づ
方
へ
か
ま
か
り
ぬ
る
。

よ
り
も
、
ず
っ
と
文
学
的
に
良
い
と
私
は
思
う
。

引
用
し
た
部
分
の
直
後
に
、
僧
都
も
登
場
す
る
。
僧
都
は
、

こ
の
世
に
の
ゝ
し
り
給
ふ
光
ひ
か
る

源
氏
、
か
ゝ
る
つ
ゐ
で
に
見み

た
て
ま
つ
り
給
は
ん
や
。
世よ

を
捨す

て
た
る
ほ
う
し
の
心
ち
に
も
、
い
み
じ
う
世
の
う
れ
へ
忘わ
す

れ
、

齢よ
は
ひ

延
ぶ
る
人
の
御
あ
り
さ
ま
な
り
。い
で
御
消せ
う

息そ
こ

聞き

こ
え
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
九
頁
）

　
と
言
い
、
新
大
系
は
、
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山
大
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要

一
六

注
二
三　

僧
都
の
言
。
世
間
に
お
い
て
評
判
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
光
源
氏
を
。
簾
を
通
し
て
声
だ
け
が
聞
こ
え
る
。　

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
全
集
は
、

「
の
の
し
る
」
は
、
や
か
ま
し
く
評
判
す
る
意
。「
た
ま
ふ
」
は
光
源
氏
に
対
す
る
尊
敬
。「
の
の
し
ら
れ
た
ま
ふ
」
と
同
じ
に
考
え
て
よ
い
。

と
注
し
て
い
る
が
、
何
故
、「
の
の
し
る
」
を
「
の
の
し
ら
る
」
と
同
じ
に
考
え
て
よ
い
の
か
、『
源
氏
物
語
』
の
他
の
巻
や
同
じ
巻
の
他
の
場
面
か
ら
用
例
を

引
い
て
説
明
し
た
り
、
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

私
は
、
本
当
な
ら
「
こ
の
世
に
の
ゝ
し
ら
れ
給
ふ
光
源
氏
」
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
、
受
身
の
助
動
詞
「
る
」
を
省
略
し
た
の
だ
と
思
う
。

令
和
二
年
末
か
ら
三
年
に
か
け
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
」と
言
う
表
現
が
よ
く
使
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、糖
尿
病
患
者
の
一
部
の
方
々

が
、
自
分
で
自
分
の
皮
膚
に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
打
つ
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
国
民
に
或
る
程
度
知
れ
渡
っ
て
い
る
こ
と
８
を
念
頭
に
置
く
と
、
誤
解
を
与
え
か

ね
な
い
危
険
な
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
こ
は
、何
と
な
く
、通
じ
る
時
は
通
じ
る
の
で
あ
る
。（
こ
の
原
稿
の
下
書
き
を
書
い
て
居
た
頃
と
、そ
れ
か
ら
数
ヵ

月
経
っ
た
今
と
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
巡
る
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
下
書
き
を
書
い
て
い
た
頃
、「
薬
剤
師
が
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
」「
救
急
救

命
士
が
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
」
と
言
え
ば
、
①
薬
剤
師
や
救
急
救
命
士
が
医
者
や
看
護
婦
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
も
ら
う
、
の
意
に
し
か
取
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
、
と
い
う
政
府
の
意
向
と
、
打
ち
手
不
足
の
問
題
が
相
ま
っ
て
、
②
薬
剤
師
や
救
急
救
命
士
が

打
つ
、
の
意
で
あ
る
の
か
、
①
の
意
で
あ
る
の
か
、
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
本
来
、
注
射
を
打
つ
の
は
医
者
か
看
護
婦
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
基
づ

い
て
、
私
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
現
に
、
二
〇
二
一
年
六
月
上
旬
、
救
急
救
命
士
が
打
つ
こ
と
に
、
経
験
不
足
を
不
安
視

す
る
声
も
あ
る
）。「
歯
を
抜
く
」「
手
術
を
す
る
」「
髪
を
切
る
」
も
、
本
来
、
受
身
の
助
動
詞
か
「
て
も
ら
う
」
か
を
付
け
加
え
な
け
れ
ば
誤
解
を
与
え
る
表

現
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
、
文
法
的
に
正
し
い
文
章
に
す
る
と
、
会
話
が
固
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
僧
都
も
、
気
の
置
け
な
い
尼
君
、
お
付
き
の
女
房
を
前
に
し

て
、
畏
ま
っ
た
表
現
を
し
た
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

一
七

作
品
の
冒
頭
は
、
作
者
の
趣
味
に
も
拠
る
が
、
固
い
表
現
を
取
る
こ
と
が
多
い
。『
し
の
び
ね
』
の
冒
頭
、

　

そ
の
頃
、
時
の
有い

う

職し
よ
くと
世
に
の
の
し
ら
れ
給
ふ
は
、
内
う
ち
の

大お
ほ
い

臣ど
の

の
四
位
の
少
将
と
か
や
、
ま
こ
と
に
光
り
か
か
や
き
給
ふ
御
様さ
ま

は
、
明
け
暮
れ
見
奉
る

人
さ
へ
あ
か
ぬ
心
地
す
る
に
、
ま
し
て
ほ
の
か
に
も
見
奉
る
人
の
あ
ぢ
き
な
き
思
ひ
の
種た
ね

と
な
る
は
こ
と
わ
り
ぞ
か
し
。

は
、「
の
の
し
ら
れ
給
ふ
」
男
主
人
公
、
で
あ
る
。

桑
原
博
史
氏
「
源
氏
物
語
と
中
世
物
語
」９
第
三
節
で
は
、

「
時
の
有
職
と
の
の
し
ら
れ
給
ひ
し
は
」と
あ
る
の
は
誤
用
で
あ
る
。源
氏
物
語
若
紫
巻
に
お
け
る
用
例
の「
こ
の
世
に
の
の
し
り
給
ふ
光
源
氏
」の
場
合
は
、

「
の
の
し
る
」と
言
う
語
自
体
に
評
判
さ
れ
る
と
い
う
受
け
身
の
意
が
あ
る
か
ら
尊
敬
語「
給
ふ
」を
つ
け
て
光
源
氏
の
状
態
と
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、

「
の
の
し
る
」
の
語
の
意
味
を
誤
解
し
て
、
受
け
身
の
助
動
詞
「
る
」
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
物
語
の
あ
と
の
方
で
も
「
都
に
め
で
の
の
し
ら
れ

給
ふ
大
殿
の
四
位
の
少
将
殿
」
と
あ
っ
て
、「
の
の
し
る
」
の
語
の
意
味
を
と
り
ち
が
え
て
い
る
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

こ
の
説
は
、
新
全
集
『
源
氏
物
語
』
の
注
を
鵜
吞
み
に
し
た
、
と
言
っ
て
も
、
こ
の
項
目
は
、
昭
和
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
古
典
文
学
全
集
（
以
下
、
全
集
と
略

す
こ
と
も
あ
る
）
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
全
集
の
注
を
鵜
呑
み
に
し
た
桑
原
氏
が
、『
し
の
び
ね
』
に
つ
い
て
間
違
っ
た
注
釈
を
し
た
と
、

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
し
の
び
ね
』
の
文
章
は
、
誤
っ
て
い
な
い
。『
し
の
び
ね
』
作
者
は
、
文
法
的
に
正
し
い
、
畏
ま
っ
た
表
現
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

文
法
的
に
誤
っ
た
詞
を
発
し
た
の
は
、『
源
氏
物
語
』
の
僧
都
で
あ
る
。
紫
式
部
が
、
砕
け
た
空
気
を
醸
し
出
す
た
め
に
、
僧
都
の
詞
を
文
法
的
に
誤
っ
た
も

の
に
わ
ざ
と
し
た
の
で
あ
る
。

尼
君
、
紫
上
、
少
納
言
の
乳
母
、
僧
都
た
ち
が
、
気
心
を
許
し
た
者
同
士
で
、
普
段
着
で
、
飾
ら
な
い
言
葉
使
い
を
し
て
い
る
た
め
、
光
源
氏
は
、
さ
ぞ

か
し
、わ
く
わ
く
し
た
で
あ
ろ
う
。『
源
氏
物
語
』
の
垣
間
見
の
場
面
で
は
、垣
間
見
を
す
る
者
は
、盗
み
見
を
す
る
だ
け
で
な
い
。
盗
み
聞
き
も
し
て
い
る
。
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一
八

　

第
三
節　

橋
姫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

橋
姫
巻
、
薫
は
八
の
宮
の
も
と
へ
通
う
。
そ
の
三
年
目
の
秋
、
八
宮
の
留
守
中
、
大
君
と
中
の
君
を
垣
間
見
る
（
第
１
２
段
落
か
ら
第
１
４
段
落
迄
）。

　

あ
な
た
に
通か

よ

ふ
べ
か
り
け
る
す
ひ
が
ひ
の
戸と

を
、
す
こ
し
を
し
あ
け
て
見み

給
へ
ば
、
月
お
か
し
き
ほ
ど
に
霧
わ
た
れ
る
を
な
が
め
て
、
簾す
だ
れを
み
じ
か
く

巻ま

き
上あ

げ
て
、
人
〳
〵
ゐ
た
り
。
簀す
の

子こ

に
、
い
と
寒さ
む

げ
に
、
身
細ほ
そ

く
な
え
ば
め
る
童
わ
ら
は

一ひ
と
り人
、
お
な
じ
さ
ま
な
る
大お
と
な人
な
ど
ゐ
た
り
。

　

う
ち
な
る
人
一
人
、
柱は
し
らに
す
こ
し
ゐ
隠か
く

れ
て
、
琵び

は琶
を
前ま
へ

に
を
き
て
、
撥ば
ち

を
手て

ま
さ
ぐ
り
に
し
つ
ゝ
ゐ
た
る
に
、
雲
隠か
く

れ
た
り
つ
る
月
の
、
に
は
か
に

い
と
明あ

か
く
さ
し
出い

で
た
れ
ば
、「
扇あ
ふ
ぎな
ら
で
、
こ
れ
し
て
も
月
は
招
き
つ
べ
か
り
け
り
」
と
て
、
さ
し
の
ぞ
き
た
る
顔か
ほ

、
い
み
じ
く
ら
う
た
げ
に
に
ほ

ひ
や
か
な
る
べ
し
。
添
ひ
臥
し
つ
る
人
は
、
琴こ
と

の
上う
へ

に
か
た
ぶ
き
か
ゝ
り
て
、「
入い

る
日
を
返か
へ

す
撥ば
ち

こ
そ
あ
り
け
れ
、
さ
ま
異こ
と

に
も
思お
も

ひ
を
よ
び
給
ふ
御

心
か
な
」
と
て
、
う
ち
笑
ひ
た
る
け
は
ひ
、
い
ま
す
こ
し
重お
も

り
か
に
よ
し
づ
き
た
り
。「
を
よ
ば
ず
と
も
、
こ
れ
も
月
に
離
る
ゝ
物
か
は
」
な
ど
、
は
か

な
き
こ
と
を
、
う
ち
と
け
の
給
か
は
し
た
る
け
は
ひ
ど
も
、
さ
ら
に
よ
そ
に
思
ひ
や
り
し
に
は
似
ず
、
い
と
あ
は
れ
に
な
つ
か
し
う
お
か
し
。

　

昔
む
か
し

物
語が
た
りな
ど
に
語か
た

り
伝つ
た

へ
て
、
若わ
か

き
女
房
な
ど
の
読よ

む
を
も
聞き

く
に
、
か
な
ら
ず
か
や
う
の
事
を
言
ひ
た
る
物
の
隈く
ま

あ
り
ぬ
べ
き
世
な
り
け
り
、
と
心

移う
つ

り
ぬ
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
橋
姫
」
第
１
４
段
落
）

「
を
よ
ば
ず
と
も
、
こ
れ
も
月
に
離
る
ゝ
物
か
は
」
に
は
、

　

中
君
の
言
。
違
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
撥
も
月
に
縁
の
な
い
も
の
か
し
ら
。
琵
琶
の
撥
を
収
め
る
箇
所
を
「
隠
月
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
の
機
智

で
あ
る
。

と
い
う
注
が
付
さ
れ
、
同
じ
く
中
の
君
の
詞
で
あ
る
「
扇
な
ら
で
、
こ
れ
し
て
も
月
は
招
き
つ
べ
か
り
け
り
」
に
つ
い
て
は
、

－ 257 －－ 256 －



若
紫
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間
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の
場
面

一
九

　

…
…
手
に
持
っ
た
撥
が
扇
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
機
知
を
働
か
せ
た
戯
れ
言
。
扇
で
月
を
招
く
故
事
は
未
詳
、
…
…

と
言
う
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
扇
で
月
を
招
く
故
事
は
未
詳
」
に
つ
い
て
、
吉
澤
義
則
氏
は
、
よ
り
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
10 

。

琴
琵
琶
の
話
つ
い
で
に
、
古
来
釈
き
誤
つ
て
ゐ
る
橋
姫
巻
の
一
節
を
考
え
て
見
た
い
。

う
ち
な
る
人
ひ
と
り
は
、
柱
に
少
し
居
が
く
れ
て
琵
琶
を
前
に
置
き
て
、
撥
を
手
ま
さ
ぐ
り
に
し
つ
ゝ
ゐ
た
る
に
、
雲
が
く
れ
た
り
つ
る
月
の
俄
に

い
と
明
く
さ
し
出
で
た
れ
ば
、
扇
な
ら
で
こ
れ
し
て
も
月
は
招
き
つ
べ
か
り
け
り
と
て
、
さ
し
の
ぞ
き
た
る
額
い
み
じ
く
ら
う
た
げ
に
匂
ひ
や
か
な

る
べ
し
、
そ
ひ
ふ
し
た
る
人
は
こ
と
の
上
に
傾
き
か
ゝ
り
て
、
入
る
日
を
返
す
撥
こ
そ
あ
り
け
れ
、
様
こ
と
に
思
ひ
お
よ
び
給
ふ
御
心
か
な
と
て
、

う
ち
笑
ひ
た
る
け
は
ひ
今
少
し
お
も
り
か
に
よ
し
づ
き
た
り
、
及
ば
ず
と
も
此
れ
も
月
に
離
る
る
物
か
は
な
ど
、
は
か
な
き
こ
と
を
う
ち
と
け
の
た

ま
ひ
か
は
し
た
る
御
け
は
ひ
ど
も

　

湖
月
抄
も
、
そ
の
主
と
し
て
拠
つ
た
細
流
抄
も
、
こ
の
一
節
の
姉
妹
を
取
違
へ
て
釈
い
て
ゐ
る
。
父
宮
の
授
け
ら
れ
た
の
は
姫
君
に
琵
琶
、
中
の
君
に

筝
で
あ
つ
た
。
こ
ゝ
の
誤
釈
は
そ
の
事
実
に
起
因
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
は
各
本
芸
を
と
り
か
へ
て
遊
ん
で
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
遊
楽

は
今
日
玄
人
仲
間
に
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
年
に
一
度
位
は
ラ
ジ
オ
放
送
で
聞
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
父
君
参
籠
中
の
淋
し
さ
を
紛
ら
せ
る
為
の
姉
妹

の
君
の
遊
楽
で
あ
る
。
記
者
が
「
は
か
な
き
こ
と
を
の
た
ま
ひ
か
は
し
」
と
書
い
て
ゐ
る
の
は
、
そ
の
事
実
を
説
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ

の
会
話
は
、
と
り
と
め
も
な
い
即
ち
は
か
な
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
真
面
目
に
扱
は
う
と
し
た
為
に
不
審
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
即
ち

扇
を
以
て
日
を
招
き
出
し
た
故
事
や
ら
、
撥
を
以
て
月
を
招
き
か
へ
し
た
故
事
や
ら
、
古
来
そ
の
典
故
問
題
が
や
か
ま
し
く
詮
議
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

今
湖
月
抄
の
頭
註
を
引
用
し
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
略
】

　

か
う
し
た
詮
索
が
繰
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
こ
ゝ
は
戯
談
の
交
換
で
あ
る
。
月
を
招
く
も
日
を
返
へ
す
も
出
鱈
目
で
あ
る
。
引
用
文
に
あ

る
や
う
に
類
似
の
故
事
が
あ
つ
て
、
そ
れ
か
ら
の
お
も
ひ
付
き
で
は
あ
つ
た
が
、
結
局
噴
出
さ
う
が
為
の
話
柄
で
あ
る
。
典
拠
な
ど
と
真
剣
に
な
つ
て
考
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二
〇

證
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。「
様
こ
と
に
思
ひ
お
よ
び
給
ふ
御
心
か
な
と
て
、う
ち
笑
ひ
た
る
」と
あ
る
の
を
注
意
し
て
読
ん
で
見
れ
ば
、こ
ゝ

の
応
答
が
笑
話
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。
今
も
昔
も
若
い
処
女
の
ほ
が
ら
か
さ
に
変
り
は
な
い
。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
で
た
ら
め
さ
、
ほ
が
ら
か
さ
、
砕
け
た
空
気
は
、

　

〇
「
け
ん
か
す
る
」
に
当
た
る
言
葉
を
略
す
る
尼
君
の
言
葉
使
い

　

〇
倒
置
法

　

〇
受
け
身
の
助
動
詞
の
省
略

と
通
い
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

男
女
の
事
よ
り
も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
仏
教
に
関
心
が
あ
っ
た
薫
が
、「
心
移
」
っ
て
、
大
君
と
の
恋
が
、
今
後
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

第
四
節　

長
編
小
説
の
早
い
ほ
う
の
章
の
一
つ
と
し
て
若
紫
巻
を
読
む

橋
姫
巻
は
、
現
在
で
は
、
宇
治
十
帖
の
始
発
の
巻
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
も
、
宇
治
十
帖
の
構
想
が
初
め
か
ら
、
現
在
あ
る
宇
治
十
帖
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
藤
村
潔
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
宇
治
十
帖
は
、
大
君
の
死
と
中
の
君
の
入
水
で
終
わ
る
予
定
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
11 

。

し
か
し
、
そ
の
大
君
へ
の
恋
の
物
語
の
幕
開
け
と
し
て
、
垣
間
見
の
場
面
が
あ
っ
た
。

同
様
に
、
若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面
も
、
光
源
氏
の
、
一
番
大
切
な
女
性
と
歩
む
数
十
年
の
生
活
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。

私
は
、『
源
氏
物
語
』前
編
に
関
し
て
も
藤
村
潔
氏
の
お
考
え
12
を
受
け
継
い
で
お
り
、長
編
始
発
説
を
取
っ
て
い
る
。
長
編
始
発
説
と
い
う
と
、紫
式
部
が「
い
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若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

二
一

づ
れ
の
御
時
に
か
、
女
御
・
更
衣
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
け
る
な
か
に
、
…
…
」
と
書
き
始
め
た
時
、
浮
舟
の
尼
姿
を
思
い
描
い
て
い
た
の
か
、
と
訊
か
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い
。
第
四
一
帖
「
幻
」
で
、
い
や
、
だ
い
た
い
四
十
番
目
ぐ
ら
い
の
巻
で
光
源
氏
が
出
家
と
死
を
間
近
に
感
じ

取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
、
構
想
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
紫
式
部
は
、
光
源
氏
十
代
の
巻
々
、
二
十
代
の
巻
々
、
三
十
代
の
巻
々
、
四
十
代

の
巻
々
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
だ
い
た
い
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
起
こ
る
か
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
長
編
・
光
源
氏
物
語
を
書
き
綴
っ
て
い
っ
た
、
と
考
え
る
。
私

は
藤
村
氏
ほ
ど
数
字
に
こ
だ
わ
り
が
な
い
の
で
、例
え
ば
、二
十
代
の
物
語
と
は
、光
源
氏
三
十
二
歳
ま
で
と
認
識
し
て
い
る
が
、約
十
年
間
を
一
括
り
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
十
年
間
に
は
何
が
起
こ
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
構
想
し
て
い
た
と
い
う
考
え
方
は
、全
く
藤
村
氏
を
引
き
継
い
で
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
紫
式
部
は
、

長
編
・
光
源
氏
物
語
を
通
し
て
、
十
代
で
次
々
と
恋
す
る
女
性
を
変
え
て
い
っ
て
も
、
二
十
代
の
半
ば
で
社
会
か
ら
放
逐
さ
れ
、
二
年
半
の
苦
渋
の
時
期
を
経

れ
ば
、
そ
の
後
は
、
一
人
の
女
性
だ
け
に
愛
情
を
注
ぎ
、
彼
女
が
死
ん
だ
後
は
精
神
的
に
死
ん
だ
も
同
然
の
日
を
送
る
（
二
年
半
の
苦
渋
を
経
て
、
人
間
的
に

成
長
す
る
と
い
う
話
型
を
、
藤
村
氏
は
、
よ
く
、
貴
種
流
離
譚
と
い
う
言
葉
で
説
明
し
て
い
た
）、
四
十
代
で
、
約
十
五
歳
年
下
の
青
年
に
自
分
の
権
威
を
失

墜
さ
せ
か
ね
な
い
行
動
を
さ
れ
る
と
、
十
代
や
二
十
代
に
犯
し
た
自
分
の
罪
を
棚
に
上
げ
て
、
心
が
壊
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
譴
責
を
与
え
て
し
ま
う
、
そ
の
よ

う
な
男
の
人
生
の
全
体
像
を
、光
源
氏
と
い
う
一
人
の
男
性
に
託
し
て
描
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
光
源
氏
が
一
番
大
切
な
女
性
に
死
な
れ
た
と
き
、

雁
に
姿
を
変
え
て
い
る
幻
術
士
に
、
彼
女
の
居
場
所
を
探
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。

　

大お
ほ

空ぞ
ら

を
か
よ
ふ
ま
ぼ
ろ
し
夢
に
だ
に
見み

え
こ
ぬ
玉
の
ゆ
く
ゑ
た
づ
ね
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
幻
」。
二
〇
三
頁
）

こ
の
和
歌
は
、
桐
壺
巻
の
「
尋
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
…
…
」
と
呼
応
す
る
か
、
と
新
大
系
が
施
注
す
る
。
若
い
頃
、
父
を
裏
切
る
行
為
を
し
た
光
源
氏
が
、

自
ら
の
死
も
二
、三
年
後
に
控
え
、
父
と
同
じ
発
想
を
取
る
の
で
あ
る
。
光
源
氏
は
、
桐
壺
帝
が
「
尋
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
…
…
」
と
詠
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
る
形
跡
が
な
い
。
知
ら
ず
に
「
大お
ほ
ぞ
ら空

を
か
よ
ふ
ま
ぼ
ろ
し
…
…
」
と
詠
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
読
者
に
は
、
血
の
つ
な
が
り
が
印
象
深
く

感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
紫
式
部
が
桐
壺
帝
に
「
尋
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
…
…
」
と
詠
ま
せ
た
と
き
、五
二
歳
の
初
冬
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
知
ら
ず
、

だ
い
た
い
そ
の
く
ら
い
の
年
齢
で
、
同
じ
よ
う
な
発
想
の
こ
と
を
光
源
氏
に
言
わ
せ
る
予
定
で
な
か
っ
た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
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二
二

そ
の
上
で
、
西
暦
九
七
一
年
か
ら
九
九
一
年
ま
で
と
い
う
近
い
時
代
に
成
立
し
た
『
う
つ
ほ
物
語
』13
に
準
拠
し
て
、
正
伝
（
紫
上
系　

プ
ラ
ス　

所
謂
第

二
部
の
巻
々
）
と
傍
流
（
玉
鬘
系
）
の
二
重
構
造
を
意
図
的
に
作
り
上
げ
た
。
そ
の
根
拠
が
、
正
伝
の
巻
の
一
つ
で
あ
る
葵
の
、

　

か
の
い
さ
よ
ひ
の
さ
や
か
な
ら
ざ
り
し
秋
の
事
な
ど
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
巻
三
一
七
頁
一
五
行
目
）

と
い
う
一
節
が
傍
流
の
巻
の
一
つ
・
末
摘
花
を
踏
ま
え
て
い
る
事
実
で
あ
る
14 

。
こ
こ
に
は
、
注
三
八
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、

　

十
六
夜
の
月
が
は
っ
き
り
見
え
な
か
っ
た
秋
の
こ
と
。
源
氏
が
末
摘
花
を
訪
れ
、
頭
中
将
に
見
つ
け
ら
れ
た
の
は
春
で
あ
っ
た
。
↓
末
摘
花
二
〇
九
頁
。

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
意
味
不
明
で
あ
る
。
前
拙
稿
「
か
の
十
六
夜
の
女
君
―
葵
巻
晩
秋
の
新
解
釈
―
」14 

で
述
べ
た
通
り
、

　

末
摘
花
の
顔
が
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
か
っ
た
秋
の
新
枕
の
こ
と
な
ん
か
。

と
注
す
べ
き
で
あ
る
。

短
編
始
発
説
は
、例
え
ば
、玉
上
琢
彌
氏
『
源
氏
物
語
研
究
』15  

、新
潮
日
本
古
典
集
成
（
略
称
：
集
成
）
第
一
巻
に
付
さ
れ
た
次
の
解
説
な
ど
に
表
れ
て
い
る
。

作
者
は
始
め
長
篇
に
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
だ
。
も
と
も
と
「
帚
木
」
の
並
び
な
り
「
若
紫
」
一
帖
な
り
の
短
編
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
世
評
の
よ
さ

に
励
ま
さ
れ
、
読
者
の
続
編
を
求
め
る
声
に
動
か
さ
れ
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
書
き
継
い
で
行
っ
た
。
作
者
自
身
は
っ
き
り
長
編
と
し
て
ま
と
め
る
決
心
が
つ

い
た
こ
ろ
「
桐
壺
」
が
増
補
さ
れ
、や
が
て
「
藤
裏
葉
」
の
結
末
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
源
氏
物
語
研
究
』
七
九
頁
）
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成
立
事
情
を
知
っ
て
始
め
て
作
品
が
正
し
く
理
解
さ
れ
た
り
、
成
立
事
情
か
ら
作
品
の
本
質
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
も
、
時
に
は
や
は
り
あ
る
。
た
と
え
ば

夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
、
作
者
自
身
一
回
で
完
結
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
世
評
嘖
々
で
高
浜
虚
子
に
勧
め
ら
れ
て
第
二
回
を
書

い
た
が
、こ
の
時
も
こ
れ
ぎ
り
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
う
（
た
と
え
ば
小
宮
豊
隆
氏
著
『
夏
目
漱
石
』
五
〇
六
頁
参
照
）。
こ
う
い
う
成
立
事
情
で
あ
っ

た
こ
と
も
、
あ
の
作
品
が
「
随
筆
小
説
」
と
い
わ
れ
も
す
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
考
え
る
。
私
は
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
も
こ
れ
に

似
た
こ
と
を
想
像
す
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
源
氏
物
語
研
究
』
四
五
頁
）

…
…
【
第
二
帖
帚
木
か
ら
第
十
一
帖
花
散
里
に
つ
い
て
】
一
巻
ご
と
に
積
み
上
げ
て
主
人
公
の
一
生
を
語
る
と
い
う
形
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
小
段
の
排

列
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

若
紫
の
巻
は
、
桐
壺
の
巻
は
、
桐
壺
の
巻
を
物
語
の
発
端
の
形
式
を
整
え
る
巻
と
す
れ
ば
、
物
語
の
実
質
的
な
第
一
話
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
。
そ
の

成
立
は
、
お
そ
ら
く
帚
木
、
空
蝉
、
夕
顔
、
末
摘
花
よ
り
は
早
い
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
集
成
解
説
）

私
も
、
第
五
帖
若
紫
は
、
第
六
帖
末
摘
花
よ
り
成
立
が
早
い
と
思
う
が
、
そ
の
他
の
面
に
つ
い
て
は
、
信
用
で
き
な
い
。
単
な
る
感
想
文
で
あ
る
。

第
五
帖
若
紫
に
、
第
四
帖
夕
顔
の
主
要
登
場
人
物
が
登
場
せ
ず
、
彼
女
た
ち
が
話
題
に
上
っ
た
り
回
想
さ
れ
た
り
し
な
い
か
ら
、
若
紫
巻
と
夕
顔
巻
と
は
互

い
に
独
立
し
た
短
編
小
説
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
第
十
二
帖
須
磨
の
冒
頭
近
く
、
光
源
氏
が
須
磨
に
旅
立
つ
に
当
た
っ
て
、
第
五
帖
若
紫
の
女
主
人
公
、
第
七
帖
紅
葉
賀
の
女
主
人
公
、
第
八
帖
花

宴
の
女
主
人
公
、
第
九
帖
葵
の
女
主
人
公
、
第
一
一
帖
花
散
里
の
女
主
人
公
と
、
手
紙
や
対
面
で
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
。
逝
去
し
た
場
合
は
、
そ
の
遺
族
に

別
れ
の
挨
拶
に
行
っ
て
い
る
。
第
十
帖
賢
木
の
女
主
人
公
は
、
一
応
、
六
条
御
息
所
と
見
做
し
て
お
く
が
、
彼
女
は
都
に
い
な
か
っ
た
の
で
、
後
の
段
落
で
、

互
い
に
和
歌
二
首
ず
つ
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
帖
帚
木
の
後
半
の
女
主
人
公
、
第
三
帖
空
蝉
に
初
登
場
し
た
女
性
（
軒
端
の
荻
）、
第

四
帖
夕
顔
の
女
主
人
公
、
第
六
帖
末
摘
花
の
女
主
人
公
は
全
く
登
場
せ
ず
、
手
紙
の
や
り
取
り
も
な
い
。
で
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
巻
の
女
主
人
公
は
、
作
中
世

界
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
言
う
と
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
第
九
帖
葵
の
時
点
で
は
、
存
在
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
第
十
二
帖
の
時
点
で
も
存
在
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し
て
い
た
。
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紫
式
部
が
、
意
図
的
に
、
登
場
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
第
五
帖
若
紫
に
、
夕
顔
が
、
は
っ
き
り
と
名
前
に
近
い
言
葉
で
記
さ
れ
て
話
題
に
登
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
彼
女
が
回
想
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
彼
女
の
遺
族
が
登
場
す
る
こ
と
が
な
い
の
も
、
紫
式
部
が
、
意
図
的
に
、
そ
う
し
た
の
で
あ
る
。

長
編
始
発
説
と
い
う
言
葉
が
奇
妙
で
あ
る
の
は
分
か
っ
て
い
て
敢
え
て
使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
短
編
始
発
説
と
い
う
言
葉
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
る
。

短
編
始
発
説
は
、
完
全
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
玉
鬘
系
十
六
帖
後
期
挿
入
と
い
う
事
実
が
、
事
実
と
し
て
は
否
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
同
じ

程
度
に
、短
編
始
発
説
は
、否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
藤
井
貞
和
氏
も
、第
四
帖
夕
顔
の
巻
の
時
点
で
、（
成
人
し
た
）
玉
鬘
の
物
語
は
予
定
さ
れ
て
い
た
、

と
述
べ
て
い
る
（「
源
氏
物
語
の
世
界
」
第
六
節
16 

）。
繰
り
返
す
が
、
藤
村
氏
や
私
は
、
第
四
帖
ど
こ
ろ
か
第
一
帖
の
時
点
で
、
だ
い
た
い
四
十
番
目
ぐ
ら

い
の
巻
の
構
想
は
で
き
て
い
た
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
が
、
百
歩
譲
っ
て
も
、
夕
顔
と
光
源
氏
の
恋
愛
を
語
る
上
で
、
夕
顔
の
女
児
の
存
在
は
必
要
で
は
な
く
、

紫
式
部
は
夕
顔
に
似
ず
大
柄
な
彼
女
を
求
婚
譚
の
主
役
に
す
る
構
想
を
思
い
描
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
例
え
ば
、『
古
代
物
語
研
究
序
説
』17 

二
四
六
頁
で
も
、

「
夕
顔
の
物
語
を
書
い
た
と
き
、
作
者
は
将
来
の
夕
顔
の
遺
児
の
役
割
を
、
は
っ
き
り
と
構
想
し
て
い
た
」
と
あ
る
。

集
成
解
説
の
「
一
巻
ご
と
に
積
み
上
げ
て
主
人
公
の
一
生
を
語
る
と
い
う
形
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
小
段
の
排
列
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。」
に
つ
い
て

も
、
た
し
か
に
そ
の
よ
う
な
読
み
方
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、『
伊
勢
物
語
』
で
は
、
各
章
段
ご
と
に
オ
チ
が
付
い
て
い
る
。
若
紫
巻
全
体
を
読
む
に
し
て
も
、

巻
末
で
オ
チ
が
付
い
て
い
る
と
は
見
做
せ
な
い
。
若
紫
巻
第
６
段
落
だ
け
を
一
つ
の
段
落
と
し
て
読
む
に
し
て
も
、
オ
チ
が
付
い
て
い
る
と
は
見
做
せ
な
い
。

第
６
段
落
で
の
光
源
氏
の
思
い
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　

〇
ね
び
ゆ
か
む
さ
ま
ゆ
か
し
き
人
か
な
、
と
目
と
ま
り
給
。

　

〇
か
の
人
の
御
代か

は
り
に
、
明あ

け
暮く

れ
の
慰な
ぐ
さめ
に
も
見
ば
や
、
と
思お
も

ふ
心
深ふ
か

う
つ
き
ぬ
。

「
ば
や
」
は
、
主
語
が
一
人
称
の
と
き
の
願
望
の
助
詞
で
あ
る
。
今
後
、
こ
う
し
て
行
き
た
い
、
と
い
う
心
内
文
が
、
一
つ
の
段
落
の
結
末
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
だ
ろ
う
か
。
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五

短
編
始
発
説
と
対
立
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
研
究
書
と
し
て
、
工
藤
重
矩
氏
『
平
安
朝
の
結
婚
制
度
と
文
学
』18
が
あ
る
。

　

紫
上
の
呼
称
を
概
観
す
る
と
、
若
紫
巻
で
登
場
し
て
し
ば
ら
く
は
、「
若
草
」「
紫
の
ゆ
か
り
」
な
ど
、
藤
壺
の
ゆ
か
り
と
し
て
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
葵
上
の
死
後
、
実
質
的
な
妻
と
な
る
に
及
ん
で
「
紫
の
ゆ
か
り
」
を
連
想
さ
せ
る
呼
称
は
用
い
ら
れ
な
く
な
る
。
賢
木
巻
で
藤
壺
を
出
家
せ

し
め
る
こ
と
で
源
氏
と
藤
壺
と
男
女
の
関
係
の
可
能
性
を
断
ち
、源
氏
の
唯
一
人
の
配
偶
と
し
て
の
紫
上
の
立
場
を
固
め
て
ゆ
く（
本
書
第
二
章
の
２（
１
）

光
源
氏
の
結
婚
）。
そ
の
同
じ
意
図
が
、
藤
壺
を
想
起
さ
せ
る
「
紫
」
系
の
呼
称
を
避
け
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
壺
の
ゆ
か
り
と
し
て
で
は
な
く
、
紫

上
そ
の
人
と
し
て
源
氏
と
結
び
つ
け
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
選
ば
れ
た
の
が
「
対
の
上
」
で
あ
る
。
紫
上
は
二
条
院
の
西
の
対
に
住
ん
だ
の
で
、
こ
の
呼
称
は
一
見
自
然
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
２
「
紫

上
は
妾
で
あ
る
」
に
述
べ
た
ご
と
く
、
実
は
直
截
に
「
妾
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
呼
称
で
も
あ
る
。
召
人
か
と
思
わ
れ
た
ほ
ど
正
式
で
な
い
結
婚
に

よ
り
出
発
し
た
紫
上
と
し
て
は
、「
対
の
上
」
の
称
も
一
定
の
地
位
が
確
立
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
源
氏
の
妻
と
い
う
絶
対
的
基
準
か
ら

す
れ
ば
、
嫡
妻
に
あ
ら
ざ
る
者
を
呼
ぶ
称
に
す
ぎ
な
い
。（
中
略
）

　

六
条
院
の
造
営
は
対
の
上
の
呼
称
を
廃
止
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
が
仮
に
二
条
東
院
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
対
の
上
を
別
の
呼
称
に
切
り
替

え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
殿
移
り
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
条
院
に
移
っ
て
か
ら
は
、「
春
の
上
」「
南
の
上
」
が
呼
称
の
中
心
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
「
北
の
方
」「
対
の
上
」
な
ど
の
よ
う
な
、妻
と
し
て
の
格
を
表
現
す
る
呼
称
で
は
な
い
の
で
、紫
上
の
妻
と
し
て
の
立
場
が
ど
の
よ
う
な
に
な
っ

た
か
、
呼
称
か
ら
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
作
者
は
、
判
断
で
き
な
い
呼
称
を
与
え
た
の
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

地
の
文
で
は
そ
の
よ
う
な
非
格
の
呼
称
を
用
い
る
一
方
で
、
会
話
文
で
は
「
殿
の
上
」（
右
近
↓
玉
鬘
の
乳
母
。
玉
鬘
３
・
一
〇
七
頁
）【
な
お
、
工
藤

氏
が
引
用
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
る
の
は
、
小
学
館
発
行
日
本
古
典
文
学
全
集
本
】、「
大
殿
の
北
の
方
」（
髭
黒
大
将
・
北
の
方
。
真
木
柱
３
・
三
五
三
頁
）

と
い
う
嫡
妻
に
あ
た
る
呼
称
を
用
い
さ
せ
て
い
る
。
六
条
院
の
春
の
殿
に
移
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
紫
上
の
社
会
的
立
場
が
そ
れ
で
嫡
妻
に
変
っ
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
が
、
世
間
の
者
は
紫
上
を
「
北
の
方
」
と
み
な
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
紫
上
が
い
か
に
も
嫡
妻
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
、
読
者
に

も
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
作
者
は
呼
称
に
そ
の
よ
う
な
操
作
を
加
え
る
こ
と
で
、
六
条
院
の
女
主
人
が
「
対
の
上
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
立
場
で
あ
っ
た
こ
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と
を
曖
昧
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
、
梅
枝
・
藤
末
葉
巻
に
は
再
び
「
対
の
上
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
玉
上
『
評
釈
』
は
こ
れ
を
若
菜
巻
の
女
三

宮
降
嫁
の
構
想
に
備
え
る
た
め
と
説
明
し
て
い
る
。
藤
末
葉
巻
の
時
点
で
も
、
紫
上
は
け
っ
し
て
嫡
妻
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
確
認

し
て
、
嫡
妻
女
三
宮
の
降
嫁
の
伏
線
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
玉
上
氏
の
解
釈
に
従
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
若
菜
巻
で
は
、
地
の
文
で
も
会
話
文
で
も
「
対
の
上
」「
対
」
と
呼
ば
れ
る
。（
後
略
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
三
〜
一
一
六
頁
）

長
く
な
る
の
で
途
中
を
省
略
し
、
ま
た
、
引
用
を
途
中
で
や
め
て
し
ま
っ
た
が
、
中
略
と
後
略
の
部
分
も
併
せ
て
、『
源
氏
物
語
』
前
編
の
全
体
を
俯
瞰
し
た

す
ぐ
れ
た
説
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
非
青
表
紙
本
、
若
し
く
は
、
非
青
表
紙
本
系
大
島
本
の
ど
こ
そ
こ
の
巻
で
、
地
の
文
で
の
「
北
の
方
」
の
呼
称
が
あ
る
か
ら
、
と
工
藤
氏
へ

の
反
論
が
提
出
さ
れ
る
と
き
に
は
、
そ
の
写
本
の
本
文
の
性
格
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
吉
岡
曠
氏
『
源
氏
物

語
の
本
文
批
判
』19 

な
ど
に
拠
り
、
青
表
紙
本
の
、
若
し
く
は
、
青
表
紙
本
系
大
島
本
の
相
対
的
優
秀
性
、
相
対
的
古
態
性
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
底

本
に
し
た
校
注
書
を
引
用
テ
キ
ス
ト
に
し
た
工
藤
氏
の
仮
説
に
相
対
的
信
頼
性
を
持
っ
て
い
る
。

紫
上
は
、第
九
帖
葵
、葵
上
の
死
後
、実
質
的
な
妻
と
な
る
に
及
ん
で
、「
紫
の
ゆ
か
り
」を
連
想
さ
せ
る
呼
称
か
ら
脱
却
し
た
。
も
し
、第
八
帖
以
前
の
巻
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
短
編
小
説
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
「
紫
の
ゆ
か
り
」
を
連
想
さ
せ
る
呼
称
か
ら
、
そ
れ
ら
の
巻
々
で
は
、

紫
上
が
藤
壺
の
身
代
わ
り
に
愛
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
印
象
が
読
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
紫
上
に
と
っ
て
不
名
誉
、
と
い
う
よ
り
、
紫
式
部

に
と
っ
て
不
名
誉
で
あ
る
。
古
代
前
期
文
学
か
ら
の
伝
統
に
基
づ
き
、不
倫
、即
ち
、一
人
の
女
性
が
二
人
の
男
性
に
愛
さ
れ
る
こ
と
に
こ
と
の
ほ
か
厳
し
か
っ

た
紫
式
部
に
と
っ
て
、
光
源
氏
の
藤
壺
へ
の
恋
を
肯
定
的
に
描
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
不
名
誉
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
紫
の
ゆ
か
り
」
を
連
想
さ
せ
る
呼
称
は
、

第
九
帖
後
半
以
降
、
脱
却
す
る
予
定
で
、
用
い
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
工
藤
氏
は
、
同
じ
著
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

二
七

　

恋
愛
小
説
と
し
て
の
『
源
氏
物
語
』
は
、
源
氏
の
妻
（
嫡
妻
・
正
妻
）
の
座
が
空
白
で
あ
る
こ
と
を
展
開
の
軸
と
し
て
い
る
。
源
氏
の
妻
の
座
に
座
り

得
る
女
性
を
次
々
と
登
場
さ
せ
て
は
退
け
る
こ
と
で
、
源
氏
の
恋
を
語
り
、
間
接
的
に
紫
上
へ
の
愛
情
を
語
る
構
造
に
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
紫
上

の
地
位
を
安
泰
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
女
性
が
決
し
て
源
氏
と
結
婚
し
な
い
設
定
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
婚
す
れ
ば
、
妻
で
な

い
紫
上
は
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
「
妾
」
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
賢
木
巻
で
は
、
六
条
御
息
所
・
朧
月
夜
尚
侍
・
朝
顔
斎
院
が
源
氏
の
前
か
ら
遠
ざ
け

ら
れ
た
。
左
大
臣
の
娘
は
、
葵
上
が
死
ん
だ
。
右
大
臣
の
娘
は
、
朧
月
夜
尚
侍
で
あ
る
。
内
親
王
は
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
女
王
で
あ
る
式
部
卿
の
娘
が
特

に
斎
院
に
卜
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
大
臣
家
の
娘
も
い
な
い
。
内
親
王
も
女
王
も
い
な
い
。
こ
れ
で
源
氏
と
妻
（
嫡
妻
）
と
し
て
結
婚
し
得
る
女
性
は
誰

も
い
な
く
な
っ
た
。
結
婚
問
題
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
紫
上
の
あ
や
う
い
立
場
を
護
る
た
め
に
、
作
者
の
用
意
は
驚
く
ほ
ど
周
到
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
紫
の
上
の
立
場
は
危
う
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
妻
で
な
い
紫
上
は
や
っ
と
ひ
と
安
心
で
き
る
環
境
に
お
か
れ
た
。

　

し
か
し
、
恋
愛
関
係
に
お
い
て
は
今
一
人
最
も
強
力
な
敵
が
い
る
。
藤
壺
で
あ
る
。
源
氏
と
藤
壺
と
は
結
婚
と
い
う
事
態
は
あ
り
え
な
い
が
（
史
実
に

も
天
皇
崩
御
の
後
に
臣
下
に
配
さ
れ
た
例
は
あ
る
が
、
藤
壺
の
場
合
に
は
皇
太
子
の
母
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
な
い
）、
男
女
と
し
て
の
交
渉
の

余
地
が
あ
る
こ
と
は
、物
語
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
の
紫
上
に
は
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
危
険
が
藤
壺
の
出
家
で
遮
断
さ
れ
た
。　
　
（
六
七
〜
六
八
頁
）

こ
の
見
方
は
、
後
の
『
源
氏
物
語
の
結
婚
』20
で
詳
述
さ
れ
、
九
三
頁
と
「
は
じ
め
に
」
のⅴ
頁
で
図
示
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
『
源
氏
物
語
』
前
編
の
全

体
を
俯
瞰
し
た
も
の
で
、
私
に
も
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
藤
壺
は
、
恐
ら
く
第
九
帖
後
半
よ
り
も
後
の
ど
こ
か
の
巻
で
出
家
す
る
予
定
が
あ
り
、
そ
の
上
で
、
第

五
帖
な
ど
で
光
源
氏
と
恋
愛
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
工
藤
氏
の
考
え
は
、
次
の
一
点
で
私
と
違
う
。（
新
し
い
ほ
う
の
著
書
か
ら
抜
粋
す
る
）

〇
紫
の
上
と
源
氏
の
愛
情
の
物
語
は
、
藤
裏
葉
巻
の
大
団
円
で
終
わ
る
予
定
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
好
評
の
ゆ
え
に
か
、
紫
式
部
は
『
源
氏
物
語
』
の
続

き
を
書
く
こ
と
に
な
り
、
若
菜
巻
以
降
を
構
想
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
五
頁
）

〇
親
の
庇ひ

ご護
も
な
く
、
正
妻
で
も
な
く
、
子
も
生
ま
な
か
っ
た
紫
の
上
が
、
つ
い
に
は
正
妻
に
等
し
い
社
会
的
待
遇
と
幸
福
と
を
つ
か
む
に
至
る
物
語
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（
藤
ふ
じ
の

裏う
ら

葉ば

巻
ま
で
）
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。

　
　

と
こ
ろ
が
、
好
評
の
ゆ
え
か
、
第
二
部
（
若わ
か

菜な

上
巻
〜
幻
ま
ぼ
ろ
し

巻
）
が
構
想
さ
れ
、
そ
の
始
発
に
あ
た
る
若
菜
上
巻
で
、
光
源
氏
は
女
お
ん
な

三さ
ん
の
み
や
宮
と
再
婚
し
、

女
三
宮
が
正
妻
と
な
っ
た
。 

　
（「
は
じ
め
に
」
の
ⅳ
頁
）

〇
明
石
の
君
の
当
初
の
役
割
は
、
娘
を
紫
の
上
に
渡
し
た
時
点
で
終
わ
っ
た
。
後
は
紫
の
上
と
も
波
風
立
て
ず
表
に
出
ず
、
静
か
に
姫
君
の
世
話
を
行
え

ば
よ
い
の
で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
若
菜
巻
以
降
が
構
想
さ
れ
、
物
語
内
の
時
間
が
延
び
、
明
石
の
姫
君
は
女
御
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
女
御
の
実
母

と
い
う
立
場
は
重
い
か
ら
、
源
氏
は
あ
ら
た
め
て
、
出
過
ぎ
る
な
、
立
場
を
忘
れ
る
な
と
釘く
ぎ

を
さ
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。　
（
一
七
六
頁
）

私
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
型
に
は
め
て
『
源
氏
物
語
』
前
編
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
立
場
で
あ
り
、第
二
〇
帖
楼
の
上
下
の
後
半
が
月
並
み
記
事
の
体
裁
を
取
っ

て
い
る
の
と
月
並
み
の
幻
巻
と
の
照
応
、ま
た
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
主
と
し
て
後
半
に
見
ら
れ
る
、「
〇
〇
上
」「
〇
〇
中
」「
〇
〇
下
」
の
巻
々
、及
び
、「
〇
〇
上
」

「
〇
〇
下
」
の
巻
々
を
踏
ま
え
て
第
三
十
四
帖
、
第
三
十
五
帖
が
、
若
菜
上
、
若
菜
下
と
名
付
け
ら
れ
、
か
つ
、
ど
ち
ら
の
巻
で
も
一
巻
の
量
が
多
い
と
考
え

て
い
る
21 

。
光
源
氏
物
語
の
大
尾
が
紫
上
追
悼
の
巻
に
な
る
の
は
い
い
と
し
て
、
そ
れ
が
月
並
み
の
体
裁
に
な
る
の
は
、
物
語
内
部
か
ら
の
要
請
で
は
な
い
。

自
然
を
愛
で
る
に
し
て
も
、
紫
上
程
特
定
の
一
つ
の
季
節
に
限
定
し
て
自
然
を
愛
で
た
人
は
い
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
紫
式
部
は
、
光
源
氏
に
、
五
十
二
歳
の

春
、
紫
上
の
生
前
の
春
の
日
の
姿
を
回
想
さ
せ
る
だ
け
で
も
良
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。『
う
つ
ほ
物
語
』
の
ほ
う
に
は
、
大
尾
の
巻
を
月
並
み
の
体
裁
に
す
る

内
的
必
然
が
あ
っ
た
。
春
夏
秋
冬
な
ら
ぬ
春
夏
秋
の
自
然
を
背
景
に
し
た
琴
の
演
奏
を
第
一
主
題
と
し
て
来
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
紫
式
部
は
、
紫
上
と

違
っ
て
、
春
夏
秋
冬
の
自
然
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
愛
で
る
人
だ
っ
た
。
紫
式
部
の
目
か
ら
見
て
、
や
や
冬
の
自
然
を
語
る
こ
と
が
少
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
文

学
史
上
最
も
自
然
を
大
切
に
し
た
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
共
鳴
し
、
そ
の
第
二
十
帖
楼
の
上
下
の
後
半
に
合
わ
せ
て
、
幻
を
月
並
み
の
巻
に
し
た
の
で
あ
る
。
一

般
に
欧
米
の
小
説
と
比
べ
て
、
日
本
の
物
語
・
小
説
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
敏
感
で
、
自
然
描
写
が
豊
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
が
切
り

開
い
た
道
で
あ
り
、
そ
の
後
、『
う
つ
ほ
物
語
』
よ
り
も
後
世
へ
の
影
響
力
が
大
き
い
『
源
氏
物
語
』
も
歩
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
百
歩
譲
っ
て
、
第
二
部
の
構
想
成
立
が
工
藤
氏
の
言
う
通
り
だ
と
し
よ
う
。
そ
の
場
合
で
も
、
や
は
り
、
若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面
は
、
後
に
、

第
一
二
帖
須
磨
で
、
柱
隠
れ
に
涙
を
紛
ら
わ
す
彼
女
の
姿
22 

と
合
わ
せ
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面
は
、
読
者
に
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新
鮮
な
感
興
を
催
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。『
枕
草
子
』23 

か
ら
、
雀
の
子
を
飼
う
の
は
若
い
女
の
子
た
ち
の
あ
い
だ
で
流
行

し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
面
だ
け
で
読
む
な
ら
、
あ
ま
り
に
も
平
凡
で
は
な
い
か
。

須
磨
第
９
段
落
と
、
そ
れ
か
ら
一
四
年
後
の
若
菜
上
第
３
５
段
落
に
共
通
す
る
の
は
、
悲
し
み
を
抑
制
し
涙
を
隠
す
美
学
で
あ
る
24 

。
日
本
の
文
化
、
芸
術
、

文
学
の
中
に
よ
く
見
ら
れ
、
一
つ
の
型
と
し
て
定
着
も
し
て
い
る
、
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
紫
式
部
が
そ
れ
以
前
の
文
学
、
文
化
、
芸
術
か
ら
学

び
取
っ
た
の
で
は
な
く
、
紫
式
部
が
須
磨
第
９
段
落
と
若
菜
上
第
３
５
段
落
と
を
書
い
た
か
ら
、
悲
し
み
を
抑
制
し
涙
を
隠
す
美
学
が
そ
の
後
、
日
本
ら
し
さ

と
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

悲
し
み
を
抑
制
す
る
行
為
は
、
必
ず
し
も
、
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
眠
れ
な
い
夜
に
眠
れ
な
い
こ
と
が
周
り
の
女
房
達
に
気
付
か
れ
た
ら
心
配

を
掛
け
る
か
ら
と
寝
返
り
を
打
た
な
か
っ
た
こ
と
が
、
病
気
の
発
症
を
早
め
、
光
源
氏
を
悲
し
ま
せ
た
と
し
た
ら
、
寝
返
り
を
打
っ
た
方
が
良
か
っ
た
。

し
か
し
、
紫
式
部
が
最
も
尊
重
し
た
美
学
が
須
磨
第
９
段
落
と
若
菜
上
第
３
５
段
落
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、『
紫
式
部
日
記
』
を
通
読
し
て
み
て
も
、
明

ら
か
で
あ
る
25 

。

雀
の
子
を
い
ぬ
き
が
逃
が
し
た
程
度
の
こ
と
で
目
を
真
っ
赤
に
し
て
泣
い
て
し
ま
い
、
遠
く
か
ら
垣
間
見
し
て
い
る
人
間
に
も
見
て
取
れ
る
ほ
ど
く
や
し
さ

が
顔
に
現
れ
る
十
歳
の
少
女
を
書
い
た
時
、
柱
隠
れ
に
涙
を
紛
ら
わ
す
十
八
歳
の
淑
女
を
、
作
者
は
思
い
描
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

－ 246 －



富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

三
〇

注１　
「
本
文
の
世
界
と
物
語
の
世
界
」。『
源
氏
物
語
研
究
集
成
』
第
一
三
巻
（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）

２　
『
富
山
大
学
人
文
学
部
叢
書
Ⅱ　

人
文
知
の
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
九
年
）

３　

光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
『
狭
き
門
』
二
一
七
頁
。
ジ
ッ
ド
全
集
所
収
本
二
一
六
頁
一
六
〜
一
八
行
目
ま
で
が
、
古
典
文
庫
本
の
訳
の
意
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
初

出
で
は
、
二
七
五
頁
一
一
〜
一
三
行
目
で
あ
る
が
、
ジ
ッ
ド
全
集
所
収
本
二
一
六
頁
一
六
〜
一
八
行
目
と
同
文
。

４　
「
新
出
「
若
紫
」
巻
の
本
文
と
巻
末
付
載
「
奥
入
」
―
定
家
監
督
書
写
四
半
本
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」。『
中
古
文
学
』
第
一
〇
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）
所
収
。

５　

拙
稿
「『
義
経
記
』
巻
七
の
改
竄
続
貂
―
『
義
経
記
』
巻
七
を
中
心
に
―
」。『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
六
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
所
収
。
な
お
、
こ
の
拙
稿
で
、
小
矢

部
川
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
庄
川
と
書
い
て
し
ま
っ
た
。
記
し
て
、
訂
正
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

６　
『
文
学
・
語
学
』
第
一
四
八
号
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
五
年
）

７　

至
文
堂
。
一
九
九
九
年
。

８　

例
え
ば
、
綿
矢
り
さ
『
ひ
ら
い
て
』（
新
潮
文
庫
、
二
〇
一
五
年
。
初
出
は
二
〇
一
二
年
）
の
四
二
頁
以
降
。

９　
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
四
八
巻
第
一
〇
号
。
一
九
八
三
年
。

10　
『
源
氏
随
攷
』（
晃
文
社
、
一
九
四
二
年
）
所
収
「
橋
姫
巻
「
扇
な
ら
で
こ
れ
し
て
も
月
は
招
き
つ
べ
か
り
け
り
」
の
釈
」。

11　
『
源
氏
物
語
の
構
造
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
六
年
）
Ⅱ
五
。

12　
『
源
氏
物
語
の
構
造
第
二
』（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
一
年
）

13　

中
野
幸
一
氏
『
物
語
文
学
論
攷
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
一
年
）
Ⅰ
三
。

14　

拙
稿
「
か
の
十
六
夜
の
女
君
―
葵
巻
晩
秋
の
新
解
釈
―
」。『
中
古
文
学
』
第
四
七
号
（
一
九
九
一
年
）
所
収
。

15　

角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
。

16　

岩
波
文
庫
『
源
氏
物
語
』
第
一
巻
（
二
〇
一
七
年
）。

17　

藤
村
潔
氏
『
古
代
物
語
研
究
序
説
』。
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
。

18　

風
間
書
房
、
一
九
九
四
年
。

19　

笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
。

20　

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
。

21 

「
光
源
氏
物
語
現
行
形
態
試
論
第
三
―
後
期
巻
々
を
中
心
に
―
」。『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
一
九
号
（
一
九
九
三
年
）
三
四
二
〜
三
四
〇
頁
。

　
　

野
口
元
大
氏
も
、『
う
つ
ほ
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
前
編
と
、
二
つ
の
長
編
物
語
の
大
尾
に
注
目
な
さ
っ
て
い
る
。「
源
氏
物
語
が
竹
取
・
宇
津
保
か
ら
受
け
た
も
の
」『
国

文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
四
三
年
五
月
号
。「
物
語
の
結
収
―
―
『
う
つ
ほ
物
語
』「
楼
の
上
」
を
中
心
に
―
―
」『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
平
成
一
〇
年
二
月
号
。
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若
紫
巻
の
垣
間
見
の
場
面

三
一

22　
「
光
源
氏
物
語
現
行
形
態
試
論
第
七
―
長
編
始
発
説
の
意
義
―
」。『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
三
六
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
六
九
〜
一
六
三
頁
。

23　

言
い
古
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
第
二
七
段
に
、「
心
と
き
め
き
す
る
も
の　

雀
の
子
飼
、」
と
あ
る
。（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
枕
草
子
』）

24　
「
光
源
氏
物
語
現
行
形
態
試
論
第
七
―
長
編
始
発
説
の
意
義
―
」。『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
三
六
号
一
六
九
〜
一
六
七
頁
。

25　
「
光
源
氏
物
語
現
行
形
態
試
論
第
七
―
長
編
始
発
説
の
意
義
―
」。『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
三
六
号
一
六
五
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
二
〇
二
一
年
九
月
二
四
日
提
出
﹈
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